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１. 研究課題 

 宇宙構造物は、宇宙空間での活動を支える基盤として必要不可欠なものである。より軽量で大型

な構造物が、宇宙空間での無重力・放射線暴露・太陽輻射環境を考慮して開発する必要がある。大

型な宇宙構造物は、太陽光からの発電量を増大させることが可能となることが見込まれ、また、伝

送波を効率よく受信できるため、電波観測や情報通信への高効率化を実現するためにも必要となる。

宇宙空間へ構造物を輸送するためには、ロケットなどの推進機構が必要となる。一般には、搭載容

積の制限を制約条件として、収納・展開機能が構造物には求められる。このような状況より、将来

において以下の特性を備える構造物の開発が必要と考えられる。 

(1) 要求領域に効率を高く収納可能であること 

(2) 伸展・展開が精度を高く動作可能であること 

(3) 組立・分解を容易とすること 

(4) 民生品部品を活用した人工衛星・探査装置・探査機のダウンサイジング 

これらのため、しわや折り目が平面・鏡面精度に影響が少ない折り畳み方法、摺動要素の管理技術

や構造様式の多様性の管理した設計技法が必要であり、民生品による費用逓減・打ち上げ機会を活

用した費用便益の高い各種の実証研究の実施が必要である。 

 

２．主な研究成果 

2.1 超小型人工衛星の開発及び打上 

 将来の超大型宇宙構造物に必要不可欠である超軽量宇宙構造技術の基盤技術を確立すると共に，

その成果を一般の人々に理解しやすい形で還元していくことである．その基盤技術として，注目を

集めている一体成型技術を活用した衛星筐体の製造技術の確立を試みる。革新３号機による打上機

会を獲得し、超小型衛星の設計および製作を進めた。組立および機能確認の試験を実施し各種の審

査を予定している。図は、３Dプリンタにより製造した衛星筐体に無線機を組付けた状態の写真（左）

と全体を組み立てた写真（右）である。 



 

   

Fig.1 WASEDA-SAT-ZERO の概形 

2.2 収納架台の伸展技術 

望遠鏡などで使用される架台の設計要求として、２点間の位置精度を要求に収まることが求めら

れる。また長大化する要求のため、ロケットに搭載可能な寸法へ収納するために、折りたたむこと

が必要となる。収納を可能とするために、一定の隙間を機械要素間に定義することが必要である一

方、摺動面には、摩擦が生じ、摩擦特性に応じた挙動が構造物に現れる。このような可動部が存在

することにより、熱変形の結果として、動摩擦・静摩擦の状態変化により、熱擾乱として微小に変

形挙動を示す。このような擾乱を管理する技術として、加振による方法を検討した。適切な周波数、

取付位置を検討し実験を実施している。 

 

Fig.2 伸展式架台の概形 

2.3 高精度変位計測装置の開発 

 天体・地上の観測対象に関わらず，観測要求の高度化から，観測機器を支持している構造物の高

精度化の傾向は，ますます高まっている．要求の代表例をあげると，10m オーダーのサイズで 100

μm オーダーの精度要求などがある．成層圏における気球実験を実施し熱変形挙動を計測した。 



 

  

 

Fig.3 高精度変位計測装置と放球の様子 
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５．研究活動の課題と展望 

宇宙空間における探索活動の頻度を向上させるため、限られた輸送能力を最大限に生かし、信頼性

を確保した探査技術の提供が必要である。火星や月における探査への要求が高まっており、これら

に対する要求にこたえていくことが重要である。 


